


庄内砂丘は、江戸時代からク

ロマツが植えられてはきましたが、

海岸線ぎりぎりに植えるという

技術はなかったんです。当時は、

かなり内陸側に植えていきました。

汀線側近くに植栽できるように

なったのは、戦後です。これは

法律的な財政的保障がありまして、

大分整えられました。 

林は風を防ぐのですが、私の

長年の研究の結果、飛んでくる

砂の量は、風速の3乗に比例する

ということがわかったんです。

つまり風が2倍になりますと、飛

んでくる砂の量は8倍になります。

逆にいえば風速が2分の1になれば、

砂の量は8分の1になります。風

を減らせば砂の量は減るのです。

そうしますと、海岸林はとても

風を押さえます。風を押さえる

ということは、飛んでくる砂の

量も押さえることができます。

これにはクロマツ林が適してい

ます。ではクロマツ林がどの程

度の幅を必要とし、どの程度の

間隔で植えたらいいのか、つまり、

その密度、厚みがテーマになっ

てくるわけです。つまり林の林

分条件ですね。高さ、幅、密度

ということです。それを割り出

していくわけです。たとえば、

実際には500メートル幅の林があ

ったとしても、それを研究し、

実験で検証してみると、その半

分でも充分の働きがあるとわか

ってきました。すると、効果が

変わらないのであれば、残りは

有効利用してもいいということ

になります。私自身は、もとも

とは飛砂から出発して、風その

ものと砂の動きを研究していた

のですが、少しずつ防風林へと

導かれ、最近では木と風との関

係に注目するようになっていき

ました。 
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もともと庄内砂丘は、風が強く、

生活の糧であった田畑をはじめ、

家屋まで、砂嵐のように飛んでく

る砂は容赦なく埋め尽くすといっ

た場所でした。また江戸時代の大

量輸送網は基本的に船運でした。

飛砂が川に入り、川底が砂で浅く

なりますので通れなくなります。

そうなると今の高速道路が封鎖さ

れたのと同じ状態になりますし、

物流がうまくいかなくなる。また

飛砂で川が埋まりますと、上流部

が氾濫します。そんな地域性を持

つ庄内において、常に必要とされ

たのが強い潮風や飛砂を防ぐ海岸

林でした。 

この植栽について特長とされる

のは、民の活用です。延長約

34kmの庄内砂丘は、最上川を堺

とした川北地域では酒田の豪商た

ちがクロマツを植栽し、川南にお

いては官である庄内藩が受け持っ

たのでした。特に一般的に知られ

ているのは、本間光丘、曾根原六

蔵、佐藤藤蔵でしょうか。その他

たくさんの豪商たちが私財で植林

しました。その代わり、豪商たち

が植えて成林しますと、その土地

は豪商たちの所有になるという旨

味もありました。それだけ風が強

く厳しい土地であったという一方

で、藩自体もお金を使わないで成

林していくという大変よく考えら

れた仕組みでもあったわけです。 

3

悠久の歴史と共に受け継がれてきた偉大なる遺産。 

未来へつなごう、庄内砂丘 海岸林。 
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わが国有数といわれる海岸砂丘である「庄内

砂丘」。この地に暮らす人々は長い間、激しい

風と飛砂に苦しんできた歴史がありました。

しかし、いまの私たちが目にするのは、緑豊

かに広がるクロマツ林です。これは先人たち

の素晴らしい努力の賜物といえるかもしれ

ません。 

現在、山形大学農学部では中島勇喜農学部長

をメインに「日本海岸林学会」を立ち上げる

など、飛砂の研究から海岸林の再生を提唱し、

地域の人々とともにさまざまな活動を繰り

広げています。 

 

◎山形大学農学部長　中島　勇喜 
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人 文 学 部  

地 域 教 育 文 化 学 部  

パネルディスカッション 
「わかりやすい授業とはなにか？　授業のわかりやすさとは？」 

臨 床 心 理 士 指 定 校 記 念 式 典  
並 び に 記 念 講 演 会 の 開 催  

大学院教育学研究科学校教育専
攻臨床心理学分野が、昨年3月31日
付けで日本臨床心理士資格認定協会
より指定大学院（Ⅰ種）の指定を受けま
した。また「心理教育相談室」が松波
地区に拡充移転し、平成17年10月か
ら有料化による相談業務が開始され、
山形県における「臨床心理士」養成
の第一歩を踏み出すことになりました。
このことによる記念式典並びに記念
講演会が、平成17年11月23日山形市
霞城セントラル15階のサテライトオフィ
スにおいて開催されました。 

記念式典では、仙道学長から臨床
心理士指定校の意義と大学の役割
について挨拶があり、続いて、来賓の方々
から祝辞をいただきました。その後、大
学院臨床心理学分野や心理教育相
談室についての概要説明があり、記
念式典は終了しました。引き続き、記
念講演として、新潟心理相談システム
代表であり、日本臨床心理士資格認
定協会理事でもある佐藤忠司氏によ
る「臨床心理士に何ができるか」の講
演があり、盛会のうちに終了しました。 

授業評価アンケートには、一体どの

ような効果があるのか、疑問を抱いて

いるのは学生諸君だけではないでしょう。

この問題について、教員と学生が率直

に意見を交換するために、人文学部で

は12月14日にシンポジウムを開催しま

した。テーマは、アンケート項目の中で

も必ずしも共通の理解が得られていない、

「授業の分かりやすさ」です。 

学生から寄せられた授業への期待と

評価、教員からの、授業の意図と理解

への工夫に関する発言を踏まえて、フ

ロアからも大学の講義とは何かを問う

真摯な意見が出されました。そこで示

された学生諸君の希望は、決して図式

的な理解の容易さではありません。む

しろ、学生諸君の知への真剣な欲求

を感じ取ることができたことが、今回の

企画の最大の収穫でした。同時に望

まれているのは、「伝えようとするちょっ

とした工夫」です。この種の要望は、す

ぐ改善につながるものですから、授業

時間においても日常的に要望が出さ

れることを期待しています。 

数理科学科では、教授であった内田
伏一氏が寄附された奨学寄附金を基
金に、昨年「2005数学エッセイ・コンテ
スト」を開催し、10月に審査結果を発
表しました。公募対象は6000字程度
のエッセイで、論文、批評文のコンテス
トではなく、あくまでも応募者自身の経
験と思想を記すことを求めました。その
結果、71編もの応募があり、投稿者の
住所は北海道から九州、外国のインド
ネシアにまで及び、年齢も10代から80
代の幅広い層に及びました。また、教員、

塾講師、技術者、主婦、学生など、多
種多彩な方が応募されました。選考の
結果、「あるエンジニアの半生―数理
の軌跡」と題した山口県在住の会社
員の方の作品が最優秀作となり、奨
励金10万円が贈呈されました。 
最優秀作品と4点の優秀作品はい

ずれも「数学と社会」の関係を鮮やか
に描いており、数学の研究・教育に携
わる数理科学科教員にとっていずれも
刺激的な作品でした。次回のコンテス
トは2007年に実施する予定です。 
 

工学部では次世代を担う高度工学

技術者を生み出すため、講義室等を集

中化し教育環境の充実を目指した「工

学教育ゾーン」の整備を計画しています。 

この度、その中心となる４号館の改

修が平成１７年度補正予算で決定しま

した。 

この建物は昭和４３年に建設され、

物理実験室、化学実験室、大講義室

などとして活用してきましたが、改修後

はJABEE（日本技術者教育認定機構）

の認証基準を充分に満たす最新の工

学教育を実践する場として、4928㎡の

面積を有する建物が平成１８年度中に

完成します。 

新講義棟は、全館冷暖房完備でゆ

とりある快適な最新の講義棟として、

先端機器を完備したゼミ室や明るく快

適な講義室、ゆとりの学生ホールなど

を備え平成１９年４月から使用可能とな

ります。 

世界に誇る最先端研究及びきめ細

やかな工学教育を実践している工学

部の活躍に今後ともご期待ください。 

 

山形大学医学部では，平成１７年１２

月に「臨床実習開始前の共用試験」

を実施しました。この試験は、医学部

学生が患者さんと直接対応しうる知識、

技術、倫理観が学習されているか学生

の能力と適正について一定水準を確

保するために実施される全国共通の

標準評価試験で、「コンピューターを用

いた客観的試験CBT(Computer  

Based Testing)」と患者に接する態度・

能力を試す「客観的臨床能力試験

OSCE （Objective Structured Clinical 

Examination）」から構成されるもので

す。これまで３年間の試行を経て、本

年度が第１回目の正式実施となります。 

山形大学医学部においては，新カリ

キュラムによる日本一長い臨床実習

が第４学年の１月から始まること、この

共用試験をパスしなければ、臨床実習

に進めないとしていることから、平成１７

年１２月２日に実施したCBTは全国で

最初の実施となりました。 

現在は、これらの試験にパスした４

年生が、臨床実習に取り組んでいます。 

 

「学外農業体験実習 」は生物生産

学の導入教育として開講されました。 

農家に宿泊して農家と生活をともにし、

農業の現場で一緒に働き、話を聞く中

から農業に対する問題意識を持っても

らうことを目指しております。 

参加学生42人は15軒の鶴岡市認

定農業者会の協力農家に分宿、８月

14日から７泊８日の実習に汗を流しました。

この時期は丁度、在来枝豆「ダダチャ

マメ」の収穫最盛期にあたり、主に枝

豆の収穫、脱穀、選別、袋詰、出荷の

過程に参加させてもらいました。学生

のレポートからは、作業の身体的厳しさ

を味わいながら農家は農業を経営して

いるのだということを知り、経営として

成り立たせるためには働くだけではなく

技術と知識が必要であることを実感し、

家族経営は人間の生活の望ましいあ

り方の一つとしながらも、増え続ける世

界の人口を家族経営では養えないの

ではないかと考えるなど、農学の課題

について考えるきっかけになったことが

窺えます。 

 

理 学 部  

「2005数学エッセイ・コンテスト」を開催 

医 学 部  

工 学 部  

「臨床実習開始前の共用試験」の実施  

工学部講義棟の改修決定 
　　　　　－夢ある工学教育ゾーンの設立へ－ 
 

農 学 部  

生物生産学科「学外農業体験実習  」  
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一般的に地図というと目的地にたどり着

くために必要な町や建物の位置関係を示

す情報と考えがちだが、実は地図の本質は

もっともっと奥が深い。地図と一口に言っ

ても道路地図やハザードマップ、環境マッ

プなど、その視点や目的によってさまざま

に描き出される。そんな地図を多角的に描

き出すことによって社会貢献や地域研究

に取り組んでいるのが人文学部人間文化

学科の山田浩久先生。各方面からのニーズ

に応えるカタチで地理情報システムGIS

の開発にも深く関わっている。 

都市地理学を専門とする山田先生は兵

庫県生まれ。山形大学に赴任してきて9年目、

その前には女子大で研究と教育にあたって

いた。ずっと大都市圏を題材とした経済地

理学や地価の変動予測などを専門としてき

たが、山形に来てからはちょっと勝手が違った。

それまで当然と考えられていた理論が地方

都市にはあてはまらないという現実。そのた

め研究の手法に大きな変化が生まれた。対

象となるエリアの情報がデジタルデータ化さ

れていないため現場主義にならざるを得なく

なったのだ。大都市圏ではパソコンに向かっ

ていれば出来た仕事が、ここでは現地に出

向いて対話の中からさまざまなことを見出し

ていかなければならない。でも、それが山田先

生にとってはとても新鮮で、とてもいい経験

になったという。もし、あのまま大都市圏だけ

を視野に研究をしていたらコンピュータの世

界だけで終わっていたかもしれないと。外に

出る機会がグンと増えたという山田先生が、

現地調査に学生たちを同行させて感じるのは、

学生たちの真面目さと口数の少なさだという。

現地に行っても地元の人と馴染むまでに時

間がかかり、帰る間ぎわになってようやくうち

解けてくるのだという。ちょっともったいない。

せっかくの真面目さを生かすためにもあと一

歩踏み込んで・・・と根っからの関西人である

山田先生は少し歯がゆさを覚えながらもエー

ルを送っている。 

現地調査や学生たちとの交流を通して地

域との密着度が高まる中で、山田先生が新

たな興味の対象として注目したのが、城下町

時代の山形の地図。そこから当時の人々の

さまざまな考え方が見てとれるからだ。山形

城が扇状地扇端部に築城された理由は、馬

見ヶ崎川を自然の要害として利用し、その水

を内堀や外堀に引き込むことを想定していた

ためであり、扇端部であれば湧水の利用や

井戸の掘削も容易だったからだろうと推測さ

れる。さらに、千歳山や盃山といった自然の

地形と城下町を形成する武家地や町人地

といった配置にもある種の規則性を見てと

れるという。今では高層の建築物に阻まれ

て望むことが出来ない城下町時代の景観を

3Dで再現してみては、当時の人々はこんな

景観を眺めていたのかと思いを馳せたりも

する。これこそがまさに、「人や物がその場

所に存在している、または、存在していた理

由を考え、その理由から地域の特徴を説明

する科学」という地理学そのもの、つまり原

点回帰である。 

 

今、山田先生がもっとも力を注いでいるの

がＧＩＳを普及させるためのさまざまな活動で

ある。各種セミナーなどでその必要性や有

効性について講演したり、ＧＩＳ構築のテーマ

に沿ったベースマップのデジタル化などに精

力的に取り組んでいる。ＧＩＳをより理解しや

すいようにと、山田先生はこんな例え話を用

意してくれた。県内に多数の店舗展開をし

ているスーパーが、それぞれの店舗の場所を

示す地図上にその日のお買い得情報を合

わせて表示するなどのサービスを可能にする

のがＧＩＳだと。もちろん、環境マップやハザー

ドマップ、防犯マップなど公共性の高い分野

での期待も大きい。このように市民生活にさ

まざまなカタチで活用できるということで、行

政やビジネス、各方面で着 と々実用化が進

んでいる。それに伴って山田先生のもとに寄

せられる相談や要請も多種多方面にわたり、

多忙な日 を々送っておられるようだ。 

地図という平面を飛び出して人々の暮ら

しの中で立体的に活躍し始めているＧＩＳを

通して、地理学という私たちのあずかり知ら

なかった学問が、少し身近に感じられるよう

になった気がする。現在、過去、そして未来

予測まで、地図は私たちに実にさまざまなこ

とを語りかけている。 

 
※ＧＩＳとは、地理情報システム（Geographic  In-

formation Systems）の略で、コンピュータ上の

地図とさまざまな情報をリンクさせることで、位置

や場所だけではなく、知りたい情報を瞬時に提供

するシステム。 

近世以降の山形市市街地の形成過程をGISを用いて紹介した事例。 
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昨年の市町村合併により新たなスタートを切った鶴

岡市。その面積の大きさもさることながら歴史的、文化

的な意義はもっと大きいに違いない。折しも、鶴岡出身

の作家・藤沢周平の作品が相次いで映画化されるな

ど、何かと話題に事欠かない鶴岡市はまさに今が旬

の街。充実したキャンパスライフの折々に訪ねてみた

い名所や旧跡のなんと多いことか。街中にあって観光

スポットとしてももっともポピュラーな「致道博物館」は、

江戸時代や明治時代の立派な建造物を一堂に集め

た疑似タイムスリップゾーン。その近くには桜の名所と

して知られる「鶴岡公園」や「藩校致道館」なども点

在しており、ゆったりとしたひとときを過ごすにはうって

つけの街並みである。さらに、金峰山方面に足を伸ば

せば「藤沢周平生誕の地碑」があるほか、城下町の

風情が残る藤沢作品ゆかりの地18カ所には案内板

が設置されているという。 

鶴岡の街中を少し離れて羽黒町を訪れると、藤沢

映画のロケ地として話題となった「松ケ岡開墾記念館」

や国宝「羽黒山・五重塔」があり、さまざまな意味で歴

史の重厚さを肌で感じることができる。もちろん、アカ

デミックなスポットばかりではない。もっと気軽に楽しん

だり、癒されたりしたいという向きには、「加茂水族館・

クラネタリウム」もある。ゆらゆらと海に漂うクラゲはい

まや究極のいやし系。鶴岡市は、学生たちに格好の

学びと癒しに満ちている。 

藤
沢
作
品
の
ふ
る
さ
と
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を
浴
び
る
旬
の
街
を
そ
ぞ
ろ
歩
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シリーズ 街角 ④ 鶴岡市 

山形大学のキャンパスがある街を訪ねる「シリーズ街角」の

第四回は、鶴岡市。街のそこかしこに城下町時代の風情が

薫る同市には山形大学農学部のキャンパスがあります。海

あり、山あり、平野ありの豊かな自然環境を背景に研究成

果を上げ、学生たちの伸びやかな学びの地となっているよう

です。そんな学生たちの憩いの場ともなり得る鶴岡の名所

を訪ねてみました。 

採れたての孟宗を酒粕と味噌

で仕立てた孟宗汁は、雪国に

春の訪れを告げる風物詩の一つ。

その柔らかな歯ごたえと独特の

甘みと香りが食欲をそそります。 

この街 
いちおしの 
味 

【孟宗汁】 
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仁済大学校人文社会科学大学　朴学長ほか２名が来学 

ＯＨ，ＯＮＥ！？　学長賞を受賞 

去る２月１日（水）からの３日間、昨年８月

２４日付けで国際交流協定を締結した大

韓民国　仁済（インジェ）大学校人文社

会科学大学 パク・ソプ学長、ジョン・ソン

ヨプ副学長及びピョン・ハクス教務課次

長の３名が本学を表敬訪問しました。 

初日の夕方には、パク学長ら一行は、学

長室において仙道学長、遠藤理事及び

石島理事らと親しく懇談し、その後、大学

及び地域教育文化学部の関係者による

夕食会に臨みました。 

２日目は、地域教育文化学部の学部長

室において学部長、副学部長、学科長及

び国際交流関係委員らとそれぞれの大学

の情報などを伝えながら、相互交流の意

義等について話し合いました。 

また、同日の午後には、小白川キャンパ

ス内の施設を視察し、その後、本学部１号

館Ａ４講義室において「東アジアの協力

を考える」と題して、パク学長による１時間

程の講演会が行われ、教職員及び学生ら

約８０名が、日本への留学経験があるパク

学長の流暢な日本語での講演に聴き入

りました。 

終了後、会場を移動して、約３０名の教

職員及び学生との意見交換会が行われ、

学生の相互交流（留学）に当たっての受

入れ体制（カリキュラム、修学等のサポート、

ドミトリー等）、治安、物価、交通アクセス等、

留学する際の貴重な情報を得ることができ、

とても有益な意見交換会となりました。 

さらに、夕方からは、山形市内のホテル

において地域教育文化学部主催の歓迎

レセプションが行われ、教職員との賑やか

な国際交流となりました。 

なお、本年４月には、仁済大学校人文社

会科学大学から、早速２名の留学生を受

け入れることになっており、今後、国際交

流の輪がますます広がるものと期待してい

ます。 

 

ＯＨ，ＯＮＥ！？（山形大学生協学生委員会）

は、学生と大学と生協の橋渡しを行うボラ

ンティア団体として２０年以上も前から活

動してきました。最近の主な活動は、オー

プンキャンパス、一般選抜試験等におい

て早朝から山形駅にて新幹線やバス乗り

場までの乗車案内、受験生を試験会場ま

で誘導、更に一般選抜試験当日には、山

形空港及び東京駅からの案内を行ってお

ります。 

受験生の不安や疑問への相談、キャン

パスまでの道案内など、受験生の不安を

少しでも和らげるよう受験生の立場に立

った対応と受験生や父母からも感謝の念

が寄せられるなど高い評価を得たことが受

賞につながったものです。 

受験生として恩恵にあずかり、山形大

学に入学してからメンバーに加わった学

生諸君も多いようです。メンバーは１３４名で、

山形地区、米沢地区、鶴岡地区で活動し

ております。 

受賞の喜びを代表の榊原さんと杉山さ

んは次のように語ってくれました。「先輩

方の活動の積み重ねが多くの人に認めら

れたものだと思います。現メンバーも先輩

の意志を引き継ぎ、助け合い、協力して活

動しています。これまで行ってきた自分たち

の活動に誇りをもって、受験生や新入生、

山形大学生のために活動を継続していき

ます。」 

ＯＨ，ＯＮＥ！？が山形大学を元気にしてく

れる源として、山形大学の充実・発展に今

後も大いに寄与されることを期待します。 
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生諸君も多いようです。メンバーは１３４名で、
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動しています。これまで行ってきた自分たち
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セミナーの開催 公開講座等 

式典行事 

理学部が地域の未来のための科学を考え地域に向け 
実施する事業活動の愛称・ロゴを制作しました。 
「ＳＣＩＴＡ（サイタ）ーScience for Tomorrow in our Area」 
 

I n f o r m a t i o n 平成１8年3月から6月まで 

14

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

第１回　平成１８年６月１７日（土）13:00～ 
第２回　平成１８年６月２４日（土）13:00～　 
山形市　理学部先端科学実験棟大講義室 
１００人　一般の方・大学生・高校生 
２，０００円（高校生は５００円） 
理学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４５０５ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年４月９日（日） 
午前の部（10:00～12:00）・午後の部（13:30～15:30） 
山形市　理学部物質生命化学科学生実験室 
親子（小学４～６年生）　午前・午後の部　各１０組 
無料 
理学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４５０5 
 

Spring  2006 15Spring  2006

グリーンケミストリー 
ー持続的発展を可能とする身近な製品の化学技術ー 

新 奥の細道　ー赤川流域を科学するー 

トワイライト開放講座（前期開講分） 
小白川キャンパス 

工学部 

農学部 

人文学部・地域教育文化学部・理学部 

医学部 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年４月15日（土）10：00～15：00 
平成１８年８月 5 日（土）10：00～15：00 
米沢市　工学部 
５０人　一般の方・大学生・高校生 
無料（ただし、テキスト代の実費をいただきます） 
工学部研究支援係　ＴＥＬ０２３８－２6－３００４ 
 

日 時  

場 所  

入　場　料 

問い合わせ先 

平成１８年３月１９日（日）１３：３０～１５：３０ 
高畠町　健康管理施設　げんき館 
無料 
医学部高畠疾患予防センター　 
ＴＥＬ０２３８－５２－５３３１ 
高畠町健康福祉課健康推進室　 
ＴＥＬ０２３８－５２－５０４５ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月１０日（土）～７月１日（土） 
13：30～毎週土曜日　４日間 
鶴岡市　農学部１０３講義室 
５０人　一般の方 
２，０００円 
農学部庶務係　ＴＥＬ０２３５－２８－２８０５ 

平成18年度 山形大学入学式 
日 時  

場 所  

平成１８年４月７日（金）１０時～ 
山形市　山形県体育館 

農学部附属演習林入山式 
高畠げんき講演会 

平成17年度高畠げんき健診記念事業 

－健康寿命の延伸を目指して－ 

山形大学医学部２１世紀ＣＯＥプログラム 
「地域特性を生かした分子疫学研究」 

日 時  

場 所  
平成１８年5月6日（土） 
鶴岡市　農学部附属演習林 

※大正５年５月６日に祠を建立し入山者の安全を祈願したのが始まりです。 

　２１世紀は、環境と調和した快適で健康的な生活を維持・発展することが

求められている世紀です。グリーンケミストリーとは、環境に配慮した化学を

基本とし、「製品や製法の開発、使用、廃棄、リサイクルまでのすべてを考え、

人と生態系の健康への悪影響を低減する経済的で合理的な化学技術」

です。本講座では、環境に優しいものづくりであるグリーンケミストリーの最

前線について分かりやすく解説いたします。 

　赤川は豪雪地帯である朝日山地や月山、湯殿山からの豊かな水を集め、

山形県庄内地方の南半分を流れて日本海に注ぐ、県内第二の大河川です。

この赤川に沿って、奥山、里山、市街地、耕地、海岸、それぞれの地域で、私

たちの先祖は信仰や生活のなかで自然と関わりながら豊かな地域文化を育

んできました。本講座では、芭蕉のように過客となって、赤川流域をいろんな

視点から再発見するための旅に出てみようと思います。 

午後のサイエンス 

・ 振ると色が変わる不思議なボトル　・ 携帯カイロを作ろう　 

・ 携帯カイロと同じ材料で電池ができる　・ 光るものを探そう　 

・ ケミカルライトの仕組み　・ ＥＬを使ったポップアート　など。 

主な内容は次のとおりです。 

・ 符号理論入門－デジタルの数学－　 

・ 気象現象における物理学　 

・ 今、アモルファスが面白い！ 

・ 受精の神秘　 

・ 『黄砂』を春の風物詩とよんで良いのだろうか？ 

演劇論 
ー学問の横丁を抜けるとそこは舞台だったー 

積極的に就職支援事業を展開 
１.テレビ会議システムによる企業セミナーを実施 

人文学部 

地域教育文化学部 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月20日（火）～７月7日（金） 
18：30～20：10　火・金曜日　計6回 
山形市　人文学部講義室 
３０人　一般の方、大学生、高校生 
２，０００円（大学生、高校生は無料） 
人文学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４２０３ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月９日（金）～７月１４日（金）　 
１８：３０～２０：３０　毎週金曜日　６日間 
山形市　地域教育文化学部１号館３階共通14演習室 
３０人　一般の方 
３，０００円 
地域教育文化学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４３０４ 

開 催 日  

講 師  

演 題  

平成１８年２月４日（土） 
山本陽史　明海大学教授（元山形大学教育学部助教授） 
「藤沢周平の山形」 

人口減社会の学校教育を考える 
ー21世紀の教師像を求めてー 

　芝居には人の関心をだだ引くだけでなく、何か異次元空間に私たちを引

き込み、俗世の悩みや煩わしさによって硬直化していた精神をリフレッシュ

させるような独特な効果があります。本講座の講師陣は、演劇論の専門家

ではありませんが、自らの専門とかかわらせながら、狂言、ギリシャ悲劇、中国

演劇、日本の現代劇などについて熱く語ってもらいます。 
　平成１８年１月２５日、東京サテライトと小白川キャンパスをつなぎ、２００７

年春卒業予定の学生を対象とした企業セミナーをテレビ会議システムを利

用して実施しました。 

　東京サテライトには製菓業界の人事担当者が、就職課には約４０名のリ

クルート姿の学生が集合し、システムを介して情報交換を行いました。 

　テレビ会議システムを活用した企業セミナーは他に例がなく、まさに画期

的な試みと言えます。参加した学生からは、「東京に行かないと聞くことが

出来ない話を大学で聞くことができ、経費面でも大変助かりました」などの

声がありました。 

　山形大学単独の合同企業説明会を２月１２日（日）に山形国際ホテルを

会場にして開催しました。県内外７２社の企業の協力を得、約３００名の学

生が参加しました。 

　ロビーに特設会場として「就職相談」「合同企業説明会の活用方法」

「内定者パネルディスカッション」「学生による就職相談」など各種イベン

トコーナーを設け、学生を応援しました。 

 

　山形大学東京サテライトを会場にして「山形大学ＯＢセミナー」を開催し

ました。東京近郊の卒業生を対象としたセミナーで、各学部同窓会の枠を

超えて東京で初めて行われました。 

　講演会終了後は、交流会を行い、参加した卒業生らは東京近郊で暮ら

す仲間たちとの再会や新たな交流に沸き、今後もこのような会が行われる

ことを望む声が多数聞かれました。交流会では各同窓会の代表者等から

のサポーターメッセージもあり、卒業生と山形大学の今後のより一層の発

展を願いました。 

　超少子高齢型の人口減社会に突入した現在の日本では、増大的人口

構造を基調としてきた近代学校教育が根底から問い直されています。 

　新生の地域教育文化学部は、地域社会と緊密に連携しながら、発達臨

床学や特別支援教育、そして食育学やスポーツ社会学など、今大きく発展

しつつある新分野を中心にして、２１世紀の教師像を切り開こうとしています。 

理学部 

親子で化学実験 化学反応はエネルギー 

２.山形大学単独の合同企業説明会を開催 

山形大学東京にてＯＢセミナーを開催 

次の5つのテーマで開催します。 

日　時 

人文学部 

毎週木曜日 

理学部 

毎週金曜日 

地域教育 
文化学部 

人文学部 理学部 地域教育 
文化学部 

毎週 
月・火・水曜日 

高校生 
（理学部は一般の方にも開放しています） 

学務部教務課理学部担当係 
TEL.023-628-4508

詳しい講義内容は、各学部HP等をご覧ください。 
講義開始日、休講日等にもご注意ください。 

無　料 

平成18年4月～平成18年8月 

16：30～18：00

場　所 

募集対象 

受講料 

その他 

問い合わせ先 

 



セミナーの開催 公開講座等 

式典行事 

理学部が地域の未来のための科学を考え地域に向け 
実施する事業活動の愛称・ロゴを制作しました。 
「ＳＣＩＴＡ（サイタ）ーScience for Tomorrow in our Area」 
 

I n f o r m a t i o n 平成１8年3月から6月まで 

14

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

第１回　平成１８年６月１７日（土）13:00～ 
第２回　平成１８年６月２４日（土）13:00～　 
山形市　理学部先端科学実験棟大講義室 
１００人　一般の方・大学生・高校生 
２，０００円（高校生は５００円） 
理学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４５０５ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年４月９日（日） 
午前の部（10:00～12:00）・午後の部（13:30～15:30） 
山形市　理学部物質生命化学科学生実験室 
親子（小学４～６年生）　午前・午後の部　各１０組 
無料 
理学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４５０5 
 

Spring  2006 15Spring  2006

グリーンケミストリー 
ー持続的発展を可能とする身近な製品の化学技術ー 

新 奥の細道　ー赤川流域を科学するー 

トワイライト開放講座（前期開講分） 
小白川キャンパス 

工学部 

農学部 

人文学部・地域教育文化学部・理学部 

医学部 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年４月15日（土）10：00～15：00 
平成１８年８月 5 日（土）10：00～15：00 
米沢市　工学部 
５０人　一般の方・大学生・高校生 
無料（ただし、テキスト代の実費をいただきます） 
工学部研究支援係　ＴＥＬ０２３８－２6－３００４ 
 

日 時  

場 所  

入　場　料 

問い合わせ先 

平成１８年３月１９日（日）１３：３０～１５：３０ 
高畠町　健康管理施設　げんき館 
無料 
医学部高畠疾患予防センター　 
ＴＥＬ０２３８－５２－５３３１ 
高畠町健康福祉課健康推進室　 
ＴＥＬ０２３８－５２－５０４５ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月１０日（土）～７月１日（土） 
13：30～毎週土曜日　４日間 
鶴岡市　農学部１０３講義室 
５０人　一般の方 
２，０００円 
農学部庶務係　ＴＥＬ０２３５－２８－２８０５ 

平成18年度 山形大学入学式 
日 時  

場 所  

平成１８年４月７日（金）１０時～ 
山形市　山形県体育館 

農学部附属演習林入山式 
高畠げんき講演会 

平成17年度高畠げんき健診記念事業 

－健康寿命の延伸を目指して－ 

山形大学医学部２１世紀ＣＯＥプログラム 
「地域特性を生かした分子疫学研究」 

日 時  

場 所  
平成１８年5月6日（土） 
鶴岡市　農学部附属演習林 

※大正５年５月６日に祠を建立し入山者の安全を祈願したのが始まりです。 

　２１世紀は、環境と調和した快適で健康的な生活を維持・発展することが

求められている世紀です。グリーンケミストリーとは、環境に配慮した化学を

基本とし、「製品や製法の開発、使用、廃棄、リサイクルまでのすべてを考え、

人と生態系の健康への悪影響を低減する経済的で合理的な化学技術」

です。本講座では、環境に優しいものづくりであるグリーンケミストリーの最

前線について分かりやすく解説いたします。 

　赤川は豪雪地帯である朝日山地や月山、湯殿山からの豊かな水を集め、

山形県庄内地方の南半分を流れて日本海に注ぐ、県内第二の大河川です。

この赤川に沿って、奥山、里山、市街地、耕地、海岸、それぞれの地域で、私

たちの先祖は信仰や生活のなかで自然と関わりながら豊かな地域文化を育

んできました。本講座では、芭蕉のように過客となって、赤川流域をいろんな

視点から再発見するための旅に出てみようと思います。 

午後のサイエンス 

・ 振ると色が変わる不思議なボトル　・ 携帯カイロを作ろう　 

・ 携帯カイロと同じ材料で電池ができる　・ 光るものを探そう　 

・ ケミカルライトの仕組み　・ ＥＬを使ったポップアート　など。 

主な内容は次のとおりです。 

・ 符号理論入門－デジタルの数学－　 

・ 気象現象における物理学　 

・ 今、アモルファスが面白い！ 

・ 受精の神秘　 

・ 『黄砂』を春の風物詩とよんで良いのだろうか？ 

演劇論 
ー学問の横丁を抜けるとそこは舞台だったー 

積極的に就職支援事業を展開 
１.テレビ会議システムによる企業セミナーを実施 

人文学部 

地域教育文化学部 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月20日（火）～７月7日（金） 
18：30～20：10　火・金曜日　計6回 
山形市　人文学部講義室 
３０人　一般の方、大学生、高校生 
２，０００円（大学生、高校生は無料） 
人文学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４２０３ 

日 時  

 

場 所  

募 集 人 員  

受 講 料  

問い合わせ先 

平成１８年６月９日（金）～７月１４日（金）　 
１８：３０～２０：３０　毎週金曜日　６日間 
山形市　地域教育文化学部１号館３階共通14演習室 
３０人　一般の方 
３，０００円 
地域教育文化学部総務係　ＴＥＬ０２３－６２８－４３０４ 

開 催 日  

講 師  

演 題  

平成１８年２月４日（土） 
山本陽史　明海大学教授（元山形大学教育学部助教授） 
「藤沢周平の山形」 

人口減社会の学校教育を考える 
ー21世紀の教師像を求めてー 

　芝居には人の関心をだだ引くだけでなく、何か異次元空間に私たちを引

き込み、俗世の悩みや煩わしさによって硬直化していた精神をリフレッシュ

させるような独特な効果があります。本講座の講師陣は、演劇論の専門家

ではありませんが、自らの専門とかかわらせながら、狂言、ギリシャ悲劇、中国

演劇、日本の現代劇などについて熱く語ってもらいます。 
　平成１８年１月２５日、東京サテライトと小白川キャンパスをつなぎ、２００７

年春卒業予定の学生を対象とした企業セミナーをテレビ会議システムを利

用して実施しました。 

　東京サテライトには製菓業界の人事担当者が、就職課には約４０名のリ

クルート姿の学生が集合し、システムを介して情報交換を行いました。 

　テレビ会議システムを活用した企業セミナーは他に例がなく、まさに画期

的な試みと言えます。参加した学生からは、「東京に行かないと聞くことが

出来ない話を大学で聞くことができ、経費面でも大変助かりました」などの

声がありました。 

　山形大学単独の合同企業説明会を２月１２日（日）に山形国際ホテルを

会場にして開催しました。県内外７２社の企業の協力を得、約３００名の学

生が参加しました。 

　ロビーに特設会場として「就職相談」「合同企業説明会の活用方法」

「内定者パネルディスカッション」「学生による就職相談」など各種イベン

トコーナーを設け、学生を応援しました。 

 

　山形大学東京サテライトを会場にして「山形大学ＯＢセミナー」を開催し

ました。東京近郊の卒業生を対象としたセミナーで、各学部同窓会の枠を

超えて東京で初めて行われました。 

　講演会終了後は、交流会を行い、参加した卒業生らは東京近郊で暮ら

す仲間たちとの再会や新たな交流に沸き、今後もこのような会が行われる

ことを望む声が多数聞かれました。交流会では各同窓会の代表者等から

のサポーターメッセージもあり、卒業生と山形大学の今後のより一層の発

展を願いました。 

　超少子高齢型の人口減社会に突入した現在の日本では、増大的人口

構造を基調としてきた近代学校教育が根底から問い直されています。 

　新生の地域教育文化学部は、地域社会と緊密に連携しながら、発達臨

床学や特別支援教育、そして食育学やスポーツ社会学など、今大きく発展

しつつある新分野を中心にして、２１世紀の教師像を切り開こうとしています。 

理学部 

親子で化学実験 化学反応はエネルギー 

２.山形大学単独の合同企業説明会を開催 

山形大学東京にてＯＢセミナーを開催 

次の5つのテーマで開催します。 

日　時 

人文学部 

毎週木曜日 

理学部 

毎週金曜日 

地域教育 
文化学部 

人文学部 理学部 地域教育 
文化学部 

毎週 
月・火・水曜日 

高校生 
（理学部は一般の方にも開放しています） 

学務部教務課理学部担当係 
TEL.023-628-4508

詳しい講義内容は、各学部HP等をご覧ください。 
講義開始日、休講日等にもご注意ください。 

無　料 

平成18年4月～平成18年8月 

16：30～18：00

場　所 

募集対象 

受講料 

その他 

問い合わせ先 

 




